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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電話端末が音声通信可能に接続され、いずれかの電話端末に着呼があった場合に
、当該電話端末をハンズフリー通話状態にするハンズフリー通話装置において、
　前記複数の電話端末の識別情報と、優先順位とを対応付けて記憶する記憶手段と、
　前記複数の電話端末のいずれか１つの電話端末がハンズフリー通話状態である場合、当
該ハンズフリー通話状態の電話端末よりも優先順位の高い電話端末に着呼があったときに
、当該着呼を報知する報知手段と
　を具備することを特徴とするハンズフリー通話装置。
【請求項２】
　前記複数の電話端末のいずれか１つの電話端末がハンズフリー通話状態である場合、当
該ハンズフリー通話状態の電話端末よりも優先順位の高い電話端末に着呼があったときに
、前記ハンズフリー通話状態の電話端末を通話保留状態とすると共に、前記着呼があった
電話端末をハンズフリー通話状態とする通話制御手段を
　更に具備することを特徴とする請求項１に記載のハンズフリー通話装置。
【請求項３】
　複数の電話端末が音声通信可能に接続され、いずれかの電話端末に着呼があった場合に
、当該電話端末をハンズフリー通話状態にするハンズフリー通話装置の制御方法において
、
　前記複数の電話端末の識別情報と、優先順位とを対応付けて記憶する第１ステップと、
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　前記複数の電話端末のいずれか１つの電話端末がハンズフリー通話状態である場合、当
該ハンズフリー通話状態の電話端末よりも優先順位の高い電話端末に着呼があったときに
、当該着呼を報知する第２ステップと
　を具備することを特徴とする制御方法。
【請求項４】
　前記第２ステップの後に、
　前記ハンズフリー通話状態の電話端末を通話保留状態とすると共に、前記着呼があった
電話端末をハンズフリー通話状態とする第３ステップを
　更に具備することを特徴とする請求項３に記載の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の電話端末のいずれかを利用してハンズフリー通話を可能とする技術に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車等の車室内において、ユーザが携帯電話機（電話端末）を把持せずとも、携帯電
話機を使用して、いわゆるハンズフリー通話を可能とするハンズフリー通話装置が知られ
ている。この種のハンズフリー通話装置には、携帯電話機との通信接続をケーブルを介し
て行うものや無線通信によって行うものがある（例えば、特許文献１参照）。また、近年
では、複数の携帯電話機との間でネットワークを構成し、これらの携帯電話機をハンズフ
リー通話可能とするハンズフリー通話装置がある。
【特許文献１】特開２００３－４７０５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、複数の携帯電話機をハンズフリー通話可能とする構成においては、最初
に着信があった携帯電話機が優先的にハンズフリー通話可能になされており、その携帯電
話機がハンズフリー通話可能となっている間に、他の携帯電話機に着呼があったとしても
、その携帯電話機に応答ができず、このため、重要な連絡や情報を逸することがあった。
【０００４】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、ユーザが重要な連絡や情報のた
めの着呼に確実に応答することのできるハンズフリー通話装置及び制御方法を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明は、複数の電話端末が音声通信可能に接続され、い
ずれかの電話端末に着呼があった場合に、当該電話端末をハンズフリー通話状態にするハ
ンズフリー通話装置において、前記複数の電話端末の識別情報と、優先順位とを対応付け
て記憶する記憶手段と、前記複数の電話端末のいずれか１つの電話端末がハンズフリー通
話状態である場合、当該ハンズフリー通話状態の電話端末よりも優先順位の高い電話端末
に着呼があったときに、当該着呼を報知する報知手段とを具備することを特徴とする。
【０００６】
　また本発明は、上記発明において、前記複数の電話端末のいずれか１つの電話端末がハ
ンズフリー通話状態である場合、当該ハンズフリー通話状態の電話端末よりも優先順位の
高い電話端末に着呼があったときに、前記ハンズフリー通話状態の電話端末を通話保留状
態とすると共に、前記着呼があった電話端末をハンズフリー通話状態とする通話制御手段
を更に具備することを特徴とする。
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明は、複数の電話端末が音声通信可能に接続され、い
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ずれかの電話端末に着呼があった場合に、当該電話端末をハンズフリー通話状態にするハ
ンズフリー通話装置の制御方法において、前記複数の電話端末の識別情報と、優先順位と
を対応付けて記憶する第１ステップと、前記複数の電話端末のいずれか１つの電話端末が
ハンズフリー通話状態である場合、当該ハンズフリー通話状態の電話端末よりも優先順位
の高い電話端末に着呼があったときに、当該着呼を報知する第２ステップとを具備するこ
とを特徴とする。
【０００８】
　また本発明は、上記発明において、前記第２ステップの後に、前記ハンズフリー通話状
態の電話端末を通話保留状態とすると共に、前記着呼があった電話端末をハンズフリー通
話状態とする第３ステップを更に具備することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ユーザが重要な連絡や情報のための着呼に確実に応答することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。図１に示すように、本実施
の形態に係るハンズフリー通話装置１０は、車両１に搭載される車載器として構成され、
搭乗者や運転手等が所有する複数の携帯電話機１００を無線通信により接続し、これらの
携帯電話機１００に対してハンズフリー通話を可能にする。ハンズフリー通話装置１０と
携帯電話機１００との無線通信には、近距離無線通信の一つであるBluetooth（登録商標
）が用いられる。なお、近距離無線通信として無線ＬＡＮを用いる構成としても良く、ま
た、無線通信に限らず、有線通信であっても良い。
【００１１】
　図２は、上記ハンズフリー通話装置１０の機能的構成を、携帯電話機１００と共に示す
ブロック図である。携帯電話機１００は、移動通信網を介して携帯端末キャリアを受信或
いは送信して、他の携帯端末や固定電話と通話通信するものであり、内蔵スピーカや内蔵
マイク、電話通信のための通信部、音声通信やデータ通信のための通信端子といった一般
的な携帯電話機が有する構成を備えると共に、ハンズフリー通話装置１０とBluetooth規
格に準拠して近距離無線通信するためのBluetoothモジュールをさらに備えている。
【００１２】
　次いで、ハンズフリー通話装置１０の構成について説明する。前掲図２において、ＣＰ
Ｕ２０は、ハンズフリー通話装置１０の各部を制御するものである。また、記憶装置２１
は、ＣＰＵ２０によって実行される制御プログラムや各種データを記憶するものであり、
ＲＯＭやＲＡＭ等のメモリー素子を備え、ＣＰＵ２０がアクセス可能に構成されている。
また、この記憶装置２１は、今現在、ハンズフリー通話装置１０と無線接続されている携
帯電話機１００の識別ＩＤ（識別情報）と、それらの携帯電話機１００の着信の優先度等
を示す優先順位とを対応付けて記憶する。この優先順位は、ユーザによって指定されるも
のである。具体的には、ハンズフリー通話装置１０に無線接続される複数の携帯電話機１
００ごとに、重要な連絡や情報などの着信可能性といったように、ユーザが優先的に着信
させたい携帯電話機１００の順に優先順位が指定される。
【００１３】
　上記Bluetoothモジュール２４は、ＣＰＵ２０の制御の下、車室内の携帯電話機１００
とBluetooth規格に準拠して近距離無線通信するものであり、携帯電話機１００から送信
された受話音声を受信して、音声出力部２８に出力すると共に、送話音声を集音部２７か
ら受け取り携帯電話機１００に送信するものである。また、Bluetoothモジュール２４は
、携帯電話機１００に着信があった場合に送信される着信トリガ信号を受信して、ＣＰＵ
２０に出力する。ＣＰＵ２０は、当該着信トリガ信号を受け取ると、着信のあった携帯電
話機１００をハンズフリー通話状態とすべく、各種制御コマンドをBluetoothモジュール
２４を介して携帯電話機１００に送信し、当該携帯電話機１００に対して、内蔵スピーカ
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からの音声出力及び内蔵マイクからの音声入力を禁止させると共に、受話音声を内蔵のBl
uetoothモジュール２４を介して送信させて、当該携帯電話機１００の動作モードをハン
ズフリー通話モードに移行させる。
【００１４】
　また、ＣＰＵ２０は、携帯電話機１００の動作モードをハンズフリー通話モードから単
独使用可能な通常動作モードに移行させる際には、Bluetoothモジュール２４を介して当
該携帯電話機１００に対して各種制御コマンドを送信し、内蔵スピーカの音声出力及び内
蔵マイクからの音声入力を許可する。
【００１５】
　なお、当該ハンズフリー通話装置１０と携帯電話機１００とを有線にて接続可能とする
場合には、ハンズフリー通話装置１０に通信ケーブルが接続される通信Ｉ／Ｆ（インター
フェース）を設け、当該通信Ｉ／Ｆを介して携帯電話機１００と受話音声、送話音声及び
各種制御コマンドを送受する構成とすれば良い。
【００１６】
　上記音声出力部２８は、受話音声たるオーディオ信号をBluetoothモジュール２４から
受け取って、この受話音声を車室内に向けて出力するものである。具体的には、音声出力
部２８は、ＣＰＵ２０の制御の下、上記オーディオ信号の音量を調整してアナログ信号と
して出力するミュートボリューム調整部２８ａと、当該ミュートボリューム調整部２８ａ
から出力されたアナログ信号を所定の増幅率で増幅して出力するオーディオアンプ２８ｂ
と、当該オーディオアンプ２８ｂから出力されたアナログ信号に従って車室内に音声を出
力するスピーカ２８ｃとを備えている。また、この音声出力部２８からは、携帯電話１０
０からの受話音声の他に、各種の制御音（確認音）等も出力される。なお、車両１にカー
オーディオ装置等が搭載されている場合には、当該カーオーディオ装置が有するオーディ
オアンプ及びスピーカを介して音声を出力する構成としても良い。
【００１７】
　上記集音部２７は、ユーザの送話音声を集音し、オーディオ信号としてBluetoothモジ
ュール２４に出力するものである。具体的には、集音部２７は、車室内の音（話者の発声
等）を集音してアナログ信号を出力するマイク２７ａと、当該マイク２７ａから出力され
たアナログ信号を所定の増幅率で増幅して出力するマイクアンプ２７ｂと、ＣＰＵ２０の
制御の下、当該マイクアンプ２７ｂから出力されたアナログ信号のゲインを調整すると共
にオーディオ信号を生成しBluetoothモジュール２４に出力するマイクゲイン調整部２７
ｃとを備えている。
【００１８】
　操作部２５は、ハンズフリー通話装置本体のフロント部分に設けられる、テンキーやプ
ッシュスイッチ、トグルスイッチ等の複数の操作子を備え、発呼時の電話番号入力や着呼
時の応答操作、各携帯電話機１００の優先順位の設定といった各種の操作指示の入力に用
いられる。なお、操作部２５にタッチパネルを設け、ユーザのタッチ操作による入力を可
能とする構成としても良い。また、携帯電話機１００の優先順位の設定は、各携帯電話機
１００が備える操作部により行われ、その設定が無線通信により当該ハンズフリー通話装
置１０に送信される構成としても良い。
【００１９】
　表示部２６は、ＣＰＵ２０の制御の下、各種情報を表示するものであり、例えば、液晶
表示パネルや当該液晶パネルを駆動する液晶駆動回路を備えている。本実施の形態では、
車室内の複数の携帯電話機１００のいずれかに着信があった場合には、当該表示部２６に
、着信の旨が表示されると共に、携帯電話機１００の通話状況等が表示される。なお、車
両１にカーオーディオ装置等の表示部を有した他の車載器が搭載されている場合には、そ
の車載器の表示部を用いる構成としても良い。
【００２０】
　次いで、上記のように構成されたハンズフリー通話装置１０の動作について説明する。
図３及び図４は、ハンズフリー通話装置１０のフローチャートである。この図に示すよう



(5) JP 4157487 B2 2008.10.1

10

20

30

40

50

に、ＣＰＵ２０は、先ず、車室内に存在する複数の携帯電話機とBluetoothモジュール２
４を介して無線接続する（ステップＳ１）。具体的には、ＣＰＵ２０は、一定時間ごとに
、Bluetoothモジュール２４を介して車室内の携帯電話機１００に対して応答要求を送信
し、応答を返した携帯電話機１００と同期通信を確立すると共に、当該携帯電話機１００
の情報（識別ＩＤ）を記憶装置２１に記憶する。そして、ＣＰＵ２０は、携帯電話機１０
０に対して制御コマンドを送信し、着信（着呼）があった場合に着信トリガ信号を送信さ
せ、各携帯電話機１００への着呼を検出可能にする。次いで、ＣＰＵ２０は、携帯電話機
１００ごとの着信優先度を示す優先順位を特定すべく、当該優先順位を設定するための画
面を表示部２６に表示するなどして、ユーザに各携帯電話機１００の優先順位を設定させ
（ステップＳ２）、その優先順位を記憶装置２１に記憶する。
【００２１】
　各携帯電話機１００がハンズフリー通話装置１０に無線接続されている状態において、
ＣＰＵ２０は、これらの携帯電話機１００への着呼、及び、発呼を監視する。そして、Ｃ
ＰＵ２０は、これらの携帯電話機１００のいずれかへの着呼、或いは、これらの携帯電話
機１００からの発呼を検出したときには（ステップＳ３）、Bluetoothモジュール２４を
介して、その携帯電話機１００に対して制御コマンドを送信し、その携帯電話機１００の
動作モードをハンズフリー通話モードに移行させて、ハンズフリー通話を開始可能にする
（ステップＳ４）。
【００２２】
　このように、ハンズフリー通話装置１０に無線接続されている複数の携帯電話機のいず
れか１つの携帯電話機１００がハンズフリー通話状態となったとき、本実施の形態では、
そのハンズフリー通話中に、他の携帯電話機１００に着呼があった場合、現在ハンズフリ
ー通話中である携帯電話機１００と、着呼があった携帯電話機１００との優先順位に応じ
て、着呼があった旨の報知処理等を行う。
【００２３】
　具体的には、図３に示すように、ＣＰＵ２０は、ある携帯電話機１００がハンズフリー
通話中であるときに、他の携帯電話機１００への着呼があるか否かを判断する（ステップ
Ｓ５）。そして、他の携帯電話機１００への着信がなければ（ステップＳ５：Ｎｏ）、Ｃ
ＰＵ２０は、今現在のハンズフリー通話が終話したか否かを判断し（ステップＳ６）、今
現在のハンズフリー通話が終話していなければ（ステップＳ６：Ｎｏ）、ＣＰＵ２０は、
他の携帯電話機１００への着信を監視すべく、処理手順をステップＳ５に戻す。また、ス
テップＳ６の判断の結果、今現在のハンズフリー通話が終話していれば（ステップＳ６：
ＹＥＳ）、ＣＰＵ２０は、携帯電話機１００への次回の着呼、或いは、携帯電話機１００
からの次回の発呼を待つ待機状態に戻り（ステップＳ７）、本処理を終了する。なお、ス
テップＳ７における待機状態は、上記ステップＳ３に処理手順が戻ることとほぼ同じであ
るが、図３及び図４に示すフローチャートが形式上無限ループとなるを避けるため、本実
施形態では、携帯電話機１００のハンズフリー通話中におけるハンズフリー通話装置１０
の動作を示すものとして、上記ステップＳ７の後に処理を終了することにしている。
【００２４】
　さて、ハンズフリー通話が終話するまでの間に他の携帯電話機１００への着呼があった
場合（ステップＳ５：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ２０は、記憶装置２１に格納されている各携帯電
話機１００の優先順位を読み出し（ステップＳ８）、今現在ハンズフリー通話中の携帯電
話機１００の優先順位よりも、新たに着呼があった携帯電話機１００の優先順位の方が高
いか否かを判定する（ステップＳ９）。そして、今現在ハンズフリー通話中の携帯電話機
１００の優先順位の方が高い場合には（ステップＳ９：Ｎｏ）、今回の着呼を報知する必
要が無いため、処理手順をステップＳ６に戻す。一方、今回新たに着呼があった携帯電話
機１００の優先順位の方が高い場合には（ステップＳ９：Ｙｅｓ）、通話者や、他の同乗
者に対して、優先順位の高い携帯電話機１００に着呼があったことを、表示部２６の表示
、又は、音声出力部２８からの音或いは音声出力により知らせる（ステップＳ１０）。こ
のとき、携帯電話機１００の優先順位ごとに表示色や音のパターンを代える等して、優先
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度等も合わせて報知するようにしても良い。この処理により、ユーザがハンズフリー通話
中であっても、より優先順位の高い携帯電話機１００への着呼を知り、それに応答するこ
とが可能となる。
【００２５】
　次いで、ＣＰＵ２０は、今現在ハンズフリー通話中の携帯電話機１００に自動保留機能
（通話接続を切ることなく通話を一時的に中断した状態を維持する機能）が設けられてい
る場合に、その携帯電話機１００を保留状態とすると共に、今回新たに着呼のあった携帯
電話機１００をハンズフリー通話可能状態とするための処理を行う。具体的には、ＣＰＵ
２０は、今現在ハンズフリー通話中の携帯電話機１００に対して、Bluetoothモジュール
２４を介して、自動保留機能を有しているか否かを問い合わせ（ステップＳ１１）、当該
携帯電話機１００が自動保留機能を有していない場合には（ステップＳ１１：Ｎｏ）、処
理手順をステップＳ６に戻す。この場合には、ユーザが、現在の携帯電話機１００での通
話を終話して、当該携帯電話機１００のハンズフリー通話を終わらせる等したときに、今
回着呼のあった携帯電話機１００がハンズフリー通話可能となる。
【００２６】
　さて、今現在ハンズフリー通話中の携帯電話機１００が自動保留機能を有している場合
には（ステップＳ１１：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ２０は、今回新たに着呼があった携帯電話機１
００への着呼が継続していることを条件に（ステップＳ１２：Ｙｅｓ）、ステップＳ１３
に進み、今現在ハンズフリー通話状態となっている携帯電話機１００に対して制御コマン
ドを送信し、当該携帯電話機１００を通話保留状態とする。なお、ステップＳ１２におい
て、携帯電話機１００への着呼が切れている場合には（ステップＳ１２：Ｎｏ）、当該携
帯電話機１００をハンズフリー通話可能にする必要がないため、処理手順をステップＳ６
に戻すことになる。
【００２７】
　次いで、ＣＰＵ２０は、新たに着呼のあった携帯電話機１００に対して、ユーザの操作
にかかわらず着呼に応答して通話状態とする自動着呼機能を有しているか否かをBluetoot
hモジュール２４を介して無線により確認する（ステップＳ１４）。そして、当該携帯電
話機１００が自動着呼機能を有している場合には（ステップＳ１４：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ２
０は、当該携帯電話機１００に対して制御コマンドを送信し、今回の着呼に対して応答し
通話状態にさせると共に、当該携帯電話機１００の動作モードをハンズフリー通話モード
に移行させ、ハンズフリー通話を開始可能にする（ステップＳ１５）。これにより、ユー
ザが携帯電話機１００、及び、ハンズフリー通話装置１０の操作部２５等を操作せずとも
、携帯電話機１００を自動でハンズフリー通話状態とすることが可能となる。
【００２８】
　一方、携帯電話機１００が自動着呼機能を有していない場合には（ステップＳ１４：Ｎ
ｏ）、ＣＰＵ２０は、表示部２６への表示、又は、音声出力部２８からの音声或いは音の
出力により、当該携帯電話機１００、及び、ハンズフリー通話装置１０の操作部２５等を
操作する等して、着呼に応答すべき旨を知らせ、ユーザが携帯電話機１００、及び、ハン
ズフリー通話装置１０の操作部２５等を操作して、着呼に応答した場合には、上記ステッ
プＳ４と同様にして、この携帯電話機１００の動作モードをハンズフリー通話モードに移
行させて、ハンズフリー通話を開始可能にする（ステップＳ１６）。
【００２９】
　このようにして、新たに着呼のあった携帯電話機１００によるハンズフリー通話が開始
され、それが継続されることとなる（ステップＳ１７）。そして、ＣＰＵ２０は、新に他
の携帯電話機１００が着呼される場合があるため、続くステップＳ１８及びＳ１９におい
て、今回ハンズフリー通話状態に切り替えた携帯電話機１００がハンズフリー通話中に、
他の携帯電話機１００に着呼があるか否かを監視する。そして、他の携帯電話機１００に
着呼がないまま、今回ハンズフリー通話状態に切り替えた携帯電話機１００のハンズフリ
ー通話が終話した場合には（ステップＳ１９：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ２０は、その携帯電話機
１００のハンズフリー通話状態を解除すると共に、上記ステップＳ１３にて通話保留状態
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とした携帯電話機１００の保留状態を解除し、当該携帯電話機１００をハンズフリー通話
状態にする（ステップＳ２０）。
【００３０】
　また、今回ハンズフリー通話状態に切り替えた携帯電話機１００がハンズフリー通話中
に、他の携帯電話機１００からの着呼があった場合には、ＣＰＵ２０は、今回新たに着呼
のあった携帯電話機１００と、今現在、ハンズフリー通話中の携帯電話機１００との優先
順位を比較すべく、処理手順を上記ステップＳ８に戻す。
【００３１】
　以上の処理により、ある携帯電話機１００がハンズフリー通話中に、この携帯電話機１
００よりも優先順位の高い携帯電話機１００に着呼があった場合には、その携帯電話機１
００に着呼があることが表示部２６に表示されたり、或いは、音声出力部２８から音、或
いは、音声が出力されて報知されると共に、現在ハンズフリー通話中の携帯電話機１００
が保留状態とされ、着呼のあった携帯電話機１００がハンズフリー通話状態に切り替えら
れることとなる。
【００３２】
　このように、本実施の形態によれば、ハンズフリー通話装置１０が、無線接続された携
帯電話機１００ごとに優先順位を記憶する構成としたため、各携帯電話機１００に対して
、ハンズフリー通話の許可や着信の優先度といった設定を行うことが可能となる。
【００３３】
　また、本実施の形態によれば、ハンズフリー通話装置１０は、無線接続された複数の携
帯電話機１００のいずれか１つがハンズフリー通話中であるときに、その携帯電話機１０
０よりも優先順位の高い携帯電話機１００に着呼があった場合、その旨を表示や音等によ
りユーザに知らせるため、ユーザは、優先度の高い（ユーザが重要な連絡や情報のための
）着呼を逸することなく応答することが可能となる。
【００３４】
　また、本実施の形態によれば、ハンズフリー通話装置１０は、無線接続された複数の携
帯電話機１００のいずれか１つがハンズフリー通話中であるときに、その携帯電話機１０
０よりも優先順位の高い携帯電話機１００に着呼があった場合、ハンズフリー通話状態の
携帯電話機１００を通話保留状態とすると共に、着呼があった携帯電話機１００をハンズ
フリー通話状態とする構成としたため、ユーザは、優先順位の高い携帯電話機１００の着
呼への応答が遅れて切れてしまうといった事態を防止でき、優先度の高い着呼に確実に応
答することができる。
【００３５】
　上述した実施の形態は、あくまでも本発明の一態様を示すものであり、本発明の範囲内
で任意に変形可能である。例えば、上述した実施の形態において、携帯電話機１００がハ
ンズフリー通話中であるときに、この携帯電話機１００よりも優先順位の高い携帯電話機
１００に着呼があった場合、現在ハンズフリー通話中の携帯電話機１００に自動保留機能
が無ければ、ハンズフリー通話装置１０は、優先順位の高い携帯電話機１００に着呼があ
った旨を知らせ、当該ハンズフリー通話中の携帯電話機１００の終話を待つ構成としたが
（図３参照）、これに限らず、現在ハンズフリー通話中の携帯電話機１００が自動保留機
能を有していなければ、当該携帯電話機１００での通話を強制的に終話させる構成として
も良い。
【００３６】
　また例えば、上述した実施の形態では、このハンズフリー通話装置１０の外に配置され
た携帯電話機１００を用いてハンズフリー通話を行う場合について例示したが、このハン
ズフリー通話装置１０に携帯電話機能を有する電話ユニットを内蔵させ、この電話ユニッ
トを用いてハンズフリー通話を行うようにしてもよい。また、本発明は、このハンズフリ
ー通話装置１０が使用する電話端末として、上述した携帯電話機以外に、ＰＨＳやＩＰ電
話などの電話端末を広く適用することが可能である。なお、ハンズフリー通話装置１０は
、車載型に限定されないことは勿論である。
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【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の実施の形態に係るハンズフリー通話装置の使用の態様を示す図である。
【図２】ハンズフリー通話装置の機能的構成を示すブロック図である。
【図３】ハンズフリー通話装置の動作を示すフローチャートである。
【図４】ハンズフリー通話装置の動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００３８】
　１０　ハンズフリー通話装置
　２０　ＣＰＵ
　２１　記憶装置
　２４　Bluetoothモジュール
　２５　操作部
　２６　当表示部
　２８　音声出力部
　１００　携帯電話機

【図１】 【図２】
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